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研究成果の概要（和文）：研究代表者らの今までの研究によって消費者がブランドやロゴ等の「わかりやすいシ
ンボル」に過度に依存した医薬品情報収集を行い，詳細な情報や商品そのものに十分な注意を向けていない傾向
が示唆された。このため本研究課題ではそのような行動の背景にあるリスク認知などの消費者心理を実験心理学
的手法によって調べるとともに，店舗や医薬品通販サイトにおいて医薬品情報探索と活用を促進するための情報
デザインの開発を試みた．

研究成果の概要（英文）：Our previous studies suggested that consumers rely excessively on "
easy-to-understand symbols" such as brands and logos when they collect drug information and do not 
pay sufficient attention to detailed information and the product itself. In the present research 
project, we examined consumer’s information-collecting behavior and risk evaluation from 
experimental psychological approaches, and tried to propose information design to promote 
exploration and utilization of drug information. We proposed a digital signage system that 
automatically presents information about the drug that was picked up by the consumer, on a small 
tablet screen, and a drug vending system using a tablet terminal which facilitates communication 
between pharmacists and consumers.

研究分野： デザイン学

キーワード： 医薬品情報デザイン　リスクコミュニケーション　情報リテラシー　消費者行動研究　実験心理学

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
専門家（主に薬剤師）と一般消費者の医薬品情報探索行動やリスク認知を比較することによって一般消費者の医
薬品情報探索行動とリスク認知の特徴を示すことができた．また，手に取った医薬品に関する情報を自動的に小
型タブレット画面上に提示するシステムやタブレット端末を用いた店舗用医薬品販売システムを提案することに
よって，薬剤師と一般消費者のコミュニケーションがとりやすい店舗の姿を提案することができた．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
医薬品による重大な副作用は今でも頻繁に報告されており，消費者は医薬品の安全性に対し

て強い不安を抱いている．その一方で，かぜ薬をはじめとする一般用医薬品（Over-The-Counter 
Medicines，以下ＯＴＣ医薬品）の副作用リスクについては専門家が繰り返し警告しているにも
関わらず，消費者はリスクをあまり認識していない．医薬品の安全・リスクに関する情報を発信
するのは薬剤師等の専門家であり，情報を受け取る側の一般消費者は専門知識を持たないこと
から両者の間に知識や理解の大きなギャップが存在する． 
専門家・消費者間のギャップを埋め，専門家からの情報を消費者に分かりやすく伝えるため，

国内外において医薬品包装や情報表示に関する様々な研究が行われてきた（例：小川ら 2013; 
Wogalter & Vigilante 2003）．研究代表者のグループも実験心理学的アプローチによる医薬品表
示デザインの研究を推進してきた（例：崔ほか, 2012）．当初，研究代表者らは専門家・消費者間
の知識や理解のギャップによって生じるコミュニケーション上の問題を「情報ユニバーサルデ
ザイン」の問題ととらえ，医と食の安心・安全の情報ユニバーサルデザインの研究に取り組んで
きた．この研究の主な成果の一つはイラストを用いたわかりやすい食品リスク表示デザインの
開発であった（朴ほか, 2014）．従来の文字のみの残留農薬表示を見た消費者は残留農薬量が基
準を大幅に超えた場合もわずかに超えた場合も一律にリスクを高く評価したのに対し，イラス
トと文字を併用した残留農薬表示を見た消費者は専門家と同様に基準を超えた量に応じて段階
的にリスクを評価した．この結果はイラストを用いたリスク表示が消費者の正確なリスク評価
を助ける効果をもつ可能性を示唆している． 
しかし，一連の研究の過程でこのような視覚的にわかりやすい表示の一部がもつ弊害も次第

に明らかになってきた．すなわち，ブランドやロゴ等の「わかりやすいシンボル」が商品上に表
示されている場合，消費者は「わかりやすいシンボル」に過度に依存した商品選択を行うように
なり，詳細な情報や商品そのものを見なくなる危険性が示唆された．例えば，研究代表者らがか
ぜ薬購入時の視線の動きを調べたところ，消費者は著名なブランド（National Brand, NB）の
かぜ薬の中から１種類を選択して購入する際には薬品名および製薬会社名を比較的長時間注視
したのに対し，成分は短時間しか見なかった．しかし，上記のかぜ薬と同じ成分で作られたプラ
イベートブランド（PB）のかぜ薬を用いて同様の実験を行った場合には薬品名・製薬会社名に
対する注視時間が減少し，成分を注視する時間が増加した（河瀬ほか，2015）．このような薬品
名・製薬会社名に対する視点の集中は消費者が中身をよく吟味しないままブランドやロゴなど
の一目でわかるシンボルに頼って医薬品を選択しがちであることを示唆している． 
本来はブランドやシンボルマークを見て安心しつつも詳細な情報を探索し，よく吟味するの

が賢い消費者の姿であると考えられることから，研究代表者らは消費者に表示された情報を積
極的に探索し，活用する行動を促すような医薬品表示デザインの開発を試みた．インタラクティ
ブ性を強調したインターネット医薬品販売サイト（Mukai et al., 2015）やイラストを用いて消
費者の視線を詳細な情報へと誘導する添付文書（倉田ほか，2017）をデザインしたものの，医薬
品外箱・添付文書および医薬品通販サイトのデザインだけで消費者の行動を変えることには限
界があった。消費者の情報活用を理解・促進するためには店舗での医薬品購入行動を含めた消費
者行動全体の理解が重要である． 
 
２．研究の目的 
本研究課題では店舗における医薬品陳列，医薬品通販サイト，医薬品外箱および添付文書等に

おける医薬品情報提示方法のデザインが消費者行動に与える影響について実験心理学的手法を
用いて検討するとともに，その背景にあるリスク認知などの消費者心理を調べるための実験・調
査を行った．さらに，医薬品情報の探索と活用を促進する情報デザインの開発を試みた． 
 
３．研究の方法 
本研究課題は「研究１：模擬店舗におけるシミュレーション実験」「研究２：実際の店舗にお

ける消費者行動観察」「研究３：光センサーとタブレット端末を用いた医薬品情報提供システム
の試作と検証」の３つの研究から構成されていた．「研究１：模擬店舗におけるシミュレーショ
ン実験」では，医薬品の陳列方法が消費者の医薬品情報探索行動に与える影響について，ウェア
ラブルタイプの視線追跡装置を用いて詳しく検討した．「研究２：実際の店舗における消費者行
動観察」では，陳列方法の実態調査を行なうとともに，実際の店舗において陳列方法が消費者行
動に与えている影響について質問紙調査等を通じて検討した．「研究３：光センサーとタブレッ
ト端末を用いた医薬品情報提供システムの試作と検証」では光センサーとタブレット端末を用
いた医薬品情報提供システムと複数の情報コンテンツを試作し，検証実験を行った． 
 
４．研究成果 
(1) 研究１：模擬店舗におけるシミュレーション実験 
研究１では陳列方法が消費者行動に与える影響について詳細に検討するため，研究室内に陳

列棚を設置し，医薬品購入シミュレーション実験を行なった．メガネ型の視線追跡装置（Tobii 
Glass2）を用いて視線データを収集し，陳列方法が消費者の情報探索に与える影響について検討
した．その結果，ブランド別陳列で医薬品外箱への注視回数がやや増加する傾向が見られた。ま
た外箱を手に取る等の情報収集のための行為と批判的思考傾向等の性格要因の関係について検



討したところ,批判的思考傾向の強い消費者ほど陳列方法の影響を受けにくいという結果が得ら
れた．一方，批判的思考傾向の弱い消費者はブランド別陳列方法でブランドへの注視回数が増加
する傾向が見られた．以上の研究成果は日本デザイン学会,日本医薬品情報学会,日本感性工学
会大会,日本感性工学会春季大会,日本心理学会シンポジウム,および 7th International KANSEI 
Engineering & Emotion Research Conference 2018（マレーシア・クチン）にて報告した． 
 

図 1 各陳列方法における医薬品を手に取った回数（左）と見比べた回数（右） 
 

(2) 研究２：実際の店舗における消費者行動観察 
研究２ではドラッグストアに勤務する薬剤師および一般消費者を対象にアンケート調査を行

い，医薬品のリスク評価を比較した．その結果，薬剤師と消費者では一般用医薬品に対するリス
ク評価が異なること（例：薬剤師は血液製剤のリスクを放射線治療よりも高く評価するが消費者
は放射線治療のリスクを血液製剤よりも高く評価する）が示唆された．さらに，ブランド認知と
リスク認知の関係を調べる研究の一環として，警備会社のロゴマークにおけるブランド認知と
リスク認知の関係について調べる研究も日本人消費者とメキシコ人消費者を対象に行った．そ
の結果，警備会社のロゴマークにおいても医薬品と同様，日本人ユーザーでは安心感がブランド
の知名度に依存する傾向が顕著であることが示唆された．以上の研究成果は日本医薬品情報学
会および Journal of the Science of Design 誌にて報告した． 
 
(3) 研究３：光センサーとタブレット端末を用いた医薬品情報提供システムの試作と検証 
研究３では光センサーを用いた医薬品情報提供システムを構築し，消費者の情報収集行動に

与える影響について検討した．このシステムでは消費者が医薬品を手に取ると,光センサーが自
動的に検出し，陳列棚に取り付けられたタブレット端末に医薬品に関する情報を自動的に表示
する．消費者に実際に医薬品購入行動をシミュレーションしてもらい,評価実験を行った結果,
表示された情報に興味を持ったという回答が多く得られた． 
また，棚に医薬品を陳列する代わりにタブレット端末にバーチャルな医薬品陳列棚を表示す

ることによって消費者の情報探索行動が促進されるかどうかについて検討するため，タブレッ
ト端末に医薬品陳列棚を表示した場合と実際に陳列棚に医薬品を陳列した場合の消費者行動を
比較する実験を行った．その結果，タブレット端末に医薬品陳列棚を表示した場合と実際に陳列
棚に医薬品を陳列した場合で医薬品選択にかかる時間等に差は見られなかったものの，タブレ
ットでは添付文書を閲覧する行為など，店舗で販売した場合には生じない情報探索行動が見ら
れた． 
このため，近未来の薬局でタブレット型情報端末を用いた医薬品販売が導入されることを想

定し，使いやすく，かつ操作ミスの少ない画面インターフェースをデザインするための基礎研究
を行った．研究では，主に会話形式で症状等を入力する「会話型インターフェース」と画面上に
表示されたメニューの中からあてはまるものを選択していく「メニュー型インターフェース」の
2種類のプロトタイプを試作し，質問紙調査および視線追跡実験によって評価を試みた．質問紙
調査では会話型インターフェースとメニュー型インターフェースの双方を評価者に体験しても
らい，信頼感や人の実在感を評価してもらった．視線追跡実験では評価中の評価者の視線の動き
を記録した．その結果，会話型インターフェースではメニュー型インターフェースよりも信頼感
や人の実在感を感じやすく，表示部分への注目度も高い可能性が示唆された．以上の研究成果は
日本デザイン学会,日本医薬品情報学会,日本感性工学会春季大会,および日本心理学会シンポジ
ウムにて報告した． 
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